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◇「＜ひびき＞発行人よりご挨拶」  

       広報委員長  山田 正信〔足立支部 (株)森田商運〕  
日頃より月刊会報誌＜ひびき＞をご覧いただき誠に有難うございま

す。さて、新年度と成り、この 6 月号が発刊される頃にはロジスティク

ス研究会の通常総会が開かれ、役員改選による新執行部による体制が確

立されている事に成っている筈ですが、＜ひびき＞発刊日の都合上、新

体制人事につきましては 7月号での発表とさせて頂きます。 

尚、新体制と成りましても、ご覧になっていただく皆様には、業界紙

とは一線を画した内容の記事と、業界の動向などを同業者目線でお届け

できるように今後とも尽力をさせて頂く所存です。先ずは広報委員を代

表して＜ひびき＞発行人としての御挨拶とさせて頂きます。  

平成２５年度事業報告書（案）一部抜粋 
（平成 25年 4月 1日～平成 26 年 3月 31日） 

１ 庶務事項 

（１）会員数 １８１名（平成２６年３月３１日現在） 

（２）支部壮年部数 １５支部 

（３）会議の開催状況 通常総会１回、幹事会３回、 

        正副本部長会議１１回、本部連絡委員会３回 

（４）執行体制 平成２６年３月３１日現在の役員数は、顧問１名、本

部長１名、副本部長１８名、幹事３４名、監事２名となっている。 

２ 事業実績 

（１）総務委員会所管事項（総務委員長 西野 毅） 

   通常総会・懇親会、幹事会、正副本部長会議、運輸行政との勉強

会、三組織連絡会を担務した。 

  ①第２６回通常総会 平成２５年６月１１日(火) 

東京都トラック総合会館において開催、提案議案を原案どおり

可決した。 

②第２６回通常総会懇親会 平成２５年６月１１日(火) 

東京都トラック総合会館で開催。 

③三組織関連事業・三組織連絡会８回開催 ・三組織合同セミナー

平成２６年２月６日(木)、明治記念館で青年部が幹事となり開

催。・三組織合同新年会 三組織合同セミナーに引き続き合同新年

会を青年部が幹事となり開催。 

④関東運輸局との勉強会 平成２６年２月１３日（木）東京都トラ

ック総合会館４階会議室 関東運輸局自動車交通部との勉強会

(平成２２年度から通算５回目)を開催。 

（２）本部連絡委員会所管事項（本部連絡委員長 宮本 隆） 

   (一社)東京都トラック協会本部との関係を密接にして活動す 

るため、会長、副会長を順次お招きし本部連絡会を開催した。 

①平成２５年４月１０日(水) 東京都トラック総合会館６階中会議

室、東ト協大髙一夫会長との意見交換会を開催。 

  ②平成２５年８月２０日(火) 東京都トラック総合会館４階会議室 

東ト協彦田副会長との意見交換会を開催。 

③平成２５年１１月７日(木) 東京都トラック総合会館６階中会議

室、東ト協浅井副会長との意見交換会を開催。 

（３）広報委員会所管事項（広報委員長 山田 正信） 

 機関誌「ひびき」を発行、また、ホームページを維持・運営した。 

①ファックス通信「ひびき」 毎月１回定期発行。年間１２回。 

②ホームページ ひびき、会合・研修会の通知、フォーラム案内等

を掲載した。 

（４）研修委員会所管事項（研修委員長 大島 弥一） 

   年間テーマを「持続性の実現」として研修会を開催した。 

  ①第１回オープンセミナー １６０名参加  平成２５年９月１７

日（火）東京都トラック総合会館７階大会議室 「安倍政権の政策

の見方」作家・評論家 三橋貴明 氏、「今後の世界情勢と日本」

評論家 中野剛志 氏 

  ②第２回オープンセミナー ３５名参加 平成２５年１１月１９

日（火）東京都トラック総合会館７階大会議室 「企業の社会的

責任と経営」立教大学経営学部教授 高岡美佳 氏 
 

 

   ③フォーラム８ ８８名参加 平成２６年３月６日（木）、東京都ト

ラック総合会館７F 大会議室 テーマ「持続性の実現」～運送業界

を取り巻く環境の変化～業界・協会・会員が持続するには何をなす

べきか？パネルディスカッション パネリスト流通経済大学教授 

野尻俊明 氏,作家・評論家 三橋貴明 氏,立教大学経営学部教授 高

岡美佳 氏,関東運輸局自動車交通部長 奈良和美 氏,コーディネ

ーター ロジ研本部長 松本有司 

（５）企画委員会所管事項（企画委員長 下川 悟） 

   納涼会、温故創新セミナー、忘年会、チャリティゴルフを企画して

実施した。 

①納涼会 平成２５年８月２日（金）開催、明治記念館  

   ◇平成２５年度関東運輸局長表彰３名、東京運輸支局長表彰６名へ

の記念品贈呈 

②第１９回温故創新セミナー １７名参加  平成２５年１０月１６日

(水)～２０日(日)ベトナム･ホーチミン、カンボジア･バベット 

「岩倉使節団の見たベトナムを訪ねて」なお、本事業は日越国交樹

立４０周年記念事業として「日越友好年」実行委員会に事業認定を

受けた公式事業として実施した。 

③忘年会 平成２５年１２月１７日（火）「人形町北浜総本店」で開催。 

④チャリティゴルフコンペ 平成２６年３月１６日(日)「平成倶楽部 

鉢形城コース」で開催。  

◇「いまどきのタイ事情」 

        広報副委員長  鈴木 貢〔葛飾支部 ㈲すずか梱包運輸〕  
初めてのタイは「日タイ修好１２０周年記念事業」(認定番号１７９番)

に認定され、アユタヤに足を運んだのが２００７年の１１月２１日。 

そこで、ロジ研として現地のトラック協会と交流を持ち、その後メール

やら電話で頻繁に連絡を取り合って、お互いに双方の国を訪問。 

去年の２月には、アユタヤで２回目の４０人、１０組のゴルフコンペを

開催するまでに至りました。途中、先方も組織変更が大幅になされ、現在

は TTLA(Thai Transportation and Logistics Association)という名前で

全ト協と同様の組織が活動を行なっている。そこの会長は Sunyawit と言

って、最初に皆で酒を酌み交わした仲間(わたしが勝手にそう思い込んで

いる)だ。今は副会長の Mr.Suratin や秘書課でゴルフコンペの時に長い

挨拶を戴いた Mr.Chumpol や、その部下で執行役員の Mr.Nipat らと連絡

を取り合いバンコクを訪れたときは必ず一緒に飲むことにしている。新し

い仲間が大分増えてきた。  

日本側の S 氏や M氏などとも歩調を合わせ、暫くは交流が途絶えること

はないだろう。そんな中で、今回の軍事クーデターが発生し、心配してい

るとメールしたところ「My committee TTLA and thai people have well.」

との返事。そんなに心配することはなかったか。 

何でも９年前から軍事クーデターを試みて、未だに政府をひっくり返す

ことが出来ないと言い訳していた。 

てことは、あなたたちは今の政府がひっくり返るのを期待してたって

事？どうやらタイにはわたし達の理解できない難しい事情があったよう

だ。前回の様に王様が出てきて収拾しないので国民も多少はあせりがある

ようだ。が、しかしそこまでの話。 

現場はつましく、しかし確実に仕事を続けている。一つ家族の中にも赤

と黄色が混在しているのが実情だ。軍部も出動はしてみたものの、騒ぎを

鎮圧するまでだという。日本の新聞では民主主義に否定的な運動がなされ

ているように報じられており、また取材元も不明瞭。 

給与水準も上がってきているので、人々の生活レベルが向上してきてい

るのは旅行者なら誰でも実感するところ。 

ただし、都市部と農村部とでの生活格差は広がりつつあるという。今後

の課題だろう。 
 

◇スケジュール《○ロジ研行事予定》 
6/19(木)16:00～三組織連絡会(東ト総合会館 6階研修室） 

○ 8/ 4(月) 正副本部長会議(東ト総合会館) 
      納涼会（明治記念館） 
 


